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論文内容の要旨

歯牙硬組織の欠損とくにう蝕擢患歯の修復においては、修復物周囲歯質に生じる二次う蝕をいかに

して抑制するかは臨床上当面している重要な課題となっている。したがってこれに対応する処置とし

て、修復にさいして軟化象牙質の完全除去を原則としてきたが、軟化象牙質と正常象牙質との正確な

判別は臨床上不可能に近く、一方完全除去に固執すれば健全な歯質の大量除去を伴なって、歯髄刺激

の誘発、露髄により二次う蝕以外の病因によって修復歯の予後を不良とさせることも多い。そこで軟

化象牙質の除去を臨床的判断の範囲で行なう場合がきわめて多い。一方寓洞内に残留した軟化象牙質

がはたして将来修復物下でかならず進行拡大するかどうかについてはなお議論の範囲を出ないが、微

小漏洩により口腔液が寓洞に浸潤する場合にはう蝕再発の可能性がきわめて高くなる。現在広〈使用

されている修復材で、微小漏洩をおこきないものはないという事実を考えると、寄洞に残留した軟化

象牙質に適切な処置を施すことにより嵩洞象牙質の "Re mine ra liz a tion" をひきおこし、この部

の抵抗によって積極的にう蝕の再発と進行を抑制しようという考えがきわめて合理的な意味をもって

くる。

そこで著者は、一定度の軟化象牙質の存在する寓洞に、処置剤としてフッ化第一錫溶液を塗布し、

商洞象牙質に生じる "Remine r a liz a tion" の様相を観察するとともに、人工う蝕作成法を応用して

人工う蝕病変の進行抑制効果を実験的に検討した。

実験 1 .ヒト大臼歯抜去歯牙50本を用い、その頬面に 2 つの 5 級嵩洞を形成し、 人工う蝕作成装置

を用いて、あらかじめ嵩壁象牙質に軟化象牙質をつくり、その後一方の嵩洞に 8%フッ化第一錫溶液

(以下フッ化第一錫と略)を 4 分間塗布して実験側、他方に蒸留水を塗布して対照側とした。ただち

に観察に供した歯牙以外のものには削片型アマル方、ムを充填し、人工う蝕作成装置でそれぞれ 3 、 6 、

12 、 24週間インキュベー卜した。その後色素浸透試験、顕微X線法および、走査型電子顕微鏡により寵

。
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洞象牙質の、Remineralization" の様相を観察した。錫およびつッ素の分布は X線マイクロアナライ

ザーにより定性的に分析するとともに、組織学的観察も併用した。

その結果、寓洞象牙質への色素の浸透は実験側で抑制きれており、同時に X線不透過像が認められ

た。一方実験側の寵洞象牙質には象牙細管の断面が封鎖ないしは狭さくされている像が走査型電子顕

微鏡により確認された。以上の所見から、フッ化第一錫の塗布に関連した "Remineraliza tion" の形

が明らかにされた。きらに染色所見から実験側の寓洞象牙質に Böhmer氏 Aluminium一 Haematoxy 1-

in 染色で、退色層を、 Gallein染色でつよい陽性反応、像を認めた。 X線マイクロアナライザ「による分

析で、この部に錫およびフ、ソ素の存在を認めたが、とくに錫は表層部に、一方フッ素は表層下に比較的

限局して検出きれた。

実験 2. 本学歯学部附属病院保存科二診を訪れた患者て\第 3 大臼歯に C2の岐合面う蝕を有し、診

査の結果抜去が適当と判定された28歯 (16名)を選んだ。これらの歯牙にまず寓洞の外形を形成した

のち、径約1.5mmの鋭利なスプーンで軟化象牙質をできるだけ取り除き、 16歯にフッ化第一錫を塗布して

実験群、 12歯を対照群とした。塗布は 4 分間とした。その後一定の条件で削片型アマル方、ムを充填し

た。修復歯は最長18ヵ月にわたる種々の期間内に抜去し、実験 1 と同じ手法で没emineralization" 

の様相を観察するとともに、錫およびフッ素の分布をしらべた。

その結果、実験群の歯牙で抜去までの期間中自覚症状を訴えたものは皆無で、あった。対照群では2

例に軽度の冷水痛があらわれた。一方これらの歯牙を抜去して観察したところ、実験歯では色素の浸

透が対照歯に比べて著明に抑制きれており、きらに X線不透過像、象牙細管の封鎖ないしは狭きくも

著明であった。これらの所見はin vivoにおけるフッ化第一錫による、Remineral iza tion" の生成を裏

付けるものであった。錫および、フッ素の分布状態も実験 1 のそれと大差がなかった。

実験 3 .ヒト大臼歯抜去歯牙75本を用い、実験 1 と同じ方法で嵩洞形成、軟化象牙質の作成、塗布、

アマル力、、ム形民およびインキュベートののち、寓洞象牙質の実体顕微鏡観察、硬さ測定および Mall-

ory-Heidenhain氏染色を行なって人工つ蝕病変の進行程度をしらべた。

その結果、実験側の嵩洞象牙質における着色の広がりは著明に抑制きれており、硬さの低下も少な

く、一方染色像でも赤染部の歯髄側へ広がりが抑制きれていることが確認きれた。これらのことから、

フッ化第一錫によって人工う蝕病変の進行が抑制きれることが明らかにされた。

以上、軟化した象牙質壁にフッ化第一錫を塗布することにより、嵩洞象牙質に "Remineraliza tion" 

が生じ、アマルガム修復物下の象牙質における人工う蝕病変のi白子が抑制された。

論文の審査結果の要旨

本研究は、フッ化第一錫溶液を軟化した寓洞象牙質に塗布して、その部にみられる変化を "Remi­

neraliza tion" の観点から追究するとともに、人工う蝕作成法を応用して、二次う蝕の進行に対する

抑制効果を検討したものである。

その結果、フッ化第一錫溶液を塗布することによって、寓洞象質の象牙細管は封鎖ないしは狭きく
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きれ、かつ軟化象牙質の "Remineral ization" をきたし、実験的には二次う蝕の進行が抑制されるこ

とを示している。

これらの知見は、本法が臨床的にも二次う蝕の抑制に対する有効な手段となりうることを示唆した

ものと考える。

よって本研究は価値ある業績であり、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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